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1.  組織の概要 

（1） 会  社 名     共和アスコン株式会社 
 
（2） 代  表  者     代表取締役社長 金原 一男 

 
（3） 設立年月日     昭和 62 年 9 月 11 日 

 

（4） 所在地・連絡先   〒399 - 8305  

長野県安曇野市穂高牧 766 番地 1  

TEL   代  表  0263 - 83 - 5411  FAX  0263 - 83 - 2181  

合材工場  0263 - 83 - 4914  

生コン工場 0263 - 83 - 5415    
 

（5） 環境管理責任者   常務取締役 金原 勧 

e- mail  ascon - kikaku ＠ad.wakwak.com  

 

（6） 事 業 内 容     ・アスファルト合材の製造、運搬、販売 

・産業廃棄物の収集運搬及び中間処理（アスファルトくず、コンクリ

ートくず、ガラスくず）、一般廃棄物の中間処理（ガラスくず） 

・生コンクリートの製造、運搬、販売 

・土木及び建設工事 
 

（7） 事 業 規 模      ・資 本 金    20,000 千円 

・売 上 高   534,963 千円  平成 2 8 年６月～平成 2 9 年 5 月      

・従業員数         3７名     平成 2 9 年 3 月末現在 

（役員・出向社員含む） 

2.  認証・登録の範囲と実施体制 

（1） 認証・登録の範囲は、下図の会社組織図の全組織、全従業員です。 
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（2） 環境活動の実施体制 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（3） EA21 組織の役割・権限 

 
 

     
  

事務所

環境管理担当者

合材工場

環境管理担当者

生コン工場

環境管理担当者

企 画 部

管 理 部
営 業 部

工 事 部

製造出荷担当

品質管理担当
運　輸　担  当

再 資 源 担当

製造出荷担当

品質管理担当
運  輸  担  当

代表者

環境管理責任者
環
境
担
当
者
会
議

EA21事務局

＜EA21 組織体制＞ 

職名

　　 [代表取締役社長]

 ◎環境マネジメントシステムの構築、運用の最高責任者

・環境方針の策定

・環境管理責任者、環境管理担当者、EA21事務局の任命

・環境マネジメントシステムを運用するのに必要な資源（人・資金・機器設備）の提供

・環境活動レポート他EA21に関する文書の承認

・環境マネジメントシステムの見直し、改善及び全体の評価

・環境マネジメントマニュアル、環境レポートの確認

・環境への負荷と環境への取組状況の把握及び評価

・環境目標及び環境活動計画の策定

・環境教育・訓練の計画と実施

・代表者へ環境マネジメントシステム実施状況の報告

・環境管理担当者会議の招集

・環境負荷に関するデータの収集と環境管理責任者への報告

・環境負荷低減のための推進活動

・環境目標及び環境活動計画の立案

・環境マネジメントマニュアルの作成

・環境レポートの作成と公表

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性の自覚

・自主的、積極的に環境活動へ参加する

事
務
局

全従業員

役　割　・　権　限

代
　
表
　
者

環
境
管
理
責
任
者

環
境
管
理

担
当
者

 ◎環境マネジメントシステムを効果的に運用する為に環境管理責任者の下、

　　他の責任と関りなく業務を行う

 ◎環境マネジメントシステム運用、管理の統括責任者として他の責任と関わりなく業務を行う

 ◎環境管理責任者を補佐し、EA21活動全般を所管する

http://01.gatag.net/img/201506/17l/gatag-00007452.jpg
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3.  環 境 方 針 

＜基本理念＞ 

 

当社は、“生活しやすく、地球にやさしい環境づくり、人々の心に

潤いが生まれる地域づくり”を創業当初からの企業目標として掲げ、

建設資材の製造販売にあたり、建設廃棄物の再資源化に重点を置き、

地域社会に貢献できればと考えております。 

人々の生活が豊かになるにつれて、環境破壊や資源の無駄遣いが目立

ってきております。現在の環境問題の深刻化をいま一度真剣に見直し、

私達にできることから始めようと、以下の環境方針を立て実施し、継続

的に改善を行い、従業員一同環境負荷低減に努めて参ります。 

 

 

＜活動方針＞ 

 

１．環境マネジメントシステムを構築し、運用、継続的改善を行います。 

  また、全従業員への周知を徹底します。 

２．次のものについてそれぞれ環境目標を設定し、目標達成に努めます。 

      ・ＣＯ2排出量の削減 

      ・廃棄物の減量化 

      ・廃棄物の分別の徹底及び、リサイクル化の推進 

      ・水使用量の削減 

      ・グリーン購入の推進 

      ・化学物質の適正管理 

３．環境に関連する法、又はその他環境に関連する条例等を遵守します。 

４．環境方針を一般に公開し、地域社会及び関連企業の間で、共に環境に

対する関心をより一層たかめていきます。 

   

平成２３年６月６日 

 

 

共和アスコン株式会社 

代表取締役社長 金原 一男 
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※ CO2 排出係数は中部電力の平成 22 年度排出係数 0.473kg-CO2/kwh を使用する

の平成 22 年度排出係数 0.473kg-CO2/kwh

を使用する 

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

ガソリン他 20,778 19,066 18,822 16,867 18,871

灯油 37,228 38,018 35,316 31,142 29,926

軽油 272,969 304,993 251,062 292,045 294,522

電力 334,681 362,196 337,922 364,570 358,800

A重油 489,484 640,809 544,820 546,248 460,891

総排出量 1,155,140 1,365,082 1,187,942 1,250,872 1,163,010

1,155,140

1,365,082

1,187,942
1,250,872

1,163,010

年度別 項目別 CO2総排出量の推移（kg-CO2）

4. 平成 2 8 年度 環境目標と実績及び評価  

Ⅰ 環境負荷の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

事務所 35,917 36,250 34,625 30,405 30,249

生コン工場 172,453 197,688 192,004 188,163 191,987

合材工場 946,770 1,131,145 961,313 1,032,304 940,774

総排出量 1,155,140 1,365,082 1,187,942 1,250,872 1,163,010

1,155,140

1,365,082

1,187,942
1,250,872 1,163,010

年度別 部門別 CO2総排出量の推移（kg‐CO2）

消費量 エネルギー量(MJ) 排出量(kg-CO2)

（Ａ） （Ａ）×（Ｂ） (A)×(Ｃ)

電　力 kwh 758,562 7,456,664 39.01% 9.83 (MJ/kWh) 358,800 30.85% 0.473 （kg-CO2/kWh)

(A)×(B)×(Ｃ)

ガソリン L 7,928.6 274,330 1.43% 34.6 (MJ/L) 18,408 1.58% 0.0671 （kg-CO2/MJ)

軽　油 L 112,227 4,287,052 22.43% 38.2 (MJ/L) 294,521 25.32% 0.0687 （kg-CO2/MJ)

灯　油 L 12,009 440,730 2.31% 36.7 (MJ/L) 29,926 2.57% 0.0679 （kg-CO2/MJ)

Ａ重油 L 170,094 6,650,675 34.79% 39.1 (MJ/L) 460,892 39.63% 0.0693 （kg-CO2/MJ)

LPG kg 154.2 7,741 0.04% 50.2 (MJ/kg) 463 0.04% 0.0598 （kg-CO2/MJ)

19 ,117 ,193 100% 1 ,163 ,010 100%

 20 ,420 ,820MJ CO２総排出量  1 ,250 ,872kg-CO2

項　目 単位 割合
単位発熱量

割合

合　　　計

会社全体 総エネルギー投入量

排出係数

（Ｂ） （Ｃ）

合材工場
81%

生コン工場
16%

事務所
3%

28年度

CO2総排出量の割合 （部門別）

A重油
40%

電力
31%

軽油
25%

灯油
2%

ガソリン他
2%

28年度 CO2総排出量の割合

（項目別）

会社全体 

http://01.gatag.net/img/201506/17l/gatag-00007452.jpg
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1496369322/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuY2l0eS5uYWdhbm8ubmFnYW5vLmpwL3VwbG9hZGVkL2ltYWdlLzczNC5qcGc-/RS=^ADB6FM3TBMMOGl40bARvR0ruc1xnks-;_ylt=A2RCMY4pdy9ZBloAgTAdOfx7;_ylu=X3oDMTBiaGxjcmduBHZ0aWQDanBjMDAy
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※ CO2 排出係数は中部電力の平成 22 年度排出係数 0.473kg-CO2/kwh を使用する

の平成 22 年度排出係数

0.473kg-CO2/kwh を使用する 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部門別 環境負荷の状況 

会社全体 合材工場 生コン工場 事務所 会社全体 合材工場 生コン工場 事務所

電力（kwh） 758,562 634,263 121,140 3,159 358,800 300,006 57,300 1,494

A重油（L） 170,094 170,094 460,892 460,892

軽油（L） 112,227 66,961 44,875 391 294,521 175,730 117,767 1,024

灯油（L） 12,009 1,442 6,790 3,777 29,926 3,593 16,920 9,413

ガソリン他 8,082 238 7,844 18,871 553 18,318

合計 1,163,010 940,774 191,987 30,249

28年度　エネルギー消費量（部門別） 28年度　CO2排出量（部門別）kg-CO2

330

1,040
700

490 520

600

920

580

410 290

930

1,960

1,280

900
810

H 2 4年 H 2 5年 H 2 6年 H 2 7年 H 2 8年

廃棄物排出量の推移
（㎏）

一般可燃ごみ 再資源（紙）

総排出量

1,371
1,067

618
956 802

1,186
1,416

1,307

1,548 1,596

1598 1650
2285

1504
1350

4,155 4,133 4,210
4,008

3,748

H24年 H25年 H26年 H27年 H28年

年度別水使用量の推移（㎥）

生コン原材料水使用量

生コンプラント、車両洗浄

事務所

会社全体

43 

35 
38 36 

45 

15 15 
18 

16 
18 

H24年H25年H26年H27年H28年

製造量当りのCO2排出量

の推移（kg-CO2）

合材工場 生コン工場
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CO2 22 0.473kg- CO2/kwh

の平成 22 年度排出係数 0.473kg-

CO2/kwh を使用する 

Ⅱ 会社全体 ≪環境目標と実績≫ 

 CO2 9

CO2 CO2

85 15%  

30 =2 =1 =0

60 8 %  

 

 

 

 

 

 

 

 

CO2 CO2 0.85 0.15  

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜会社全体＞ 取組み結果と評価 

上表のとおり、製造量当りの CO2 排出量は製品の製造量に反比例しており、昨年度と比較すると大幅

に製造量が減少したため CO2 総排出量は減少したが、目標である「原単位の CO2 の排出量減」は増加

となり、目標達成に至らなかった。原因としてはアスファルト合材予測製造量を当初 29,000t としていた

が、実際は 20,911t と当初の予測を大幅に下回ってしまったことにある。1 月に目標数値の見直しを行っ

たが生コンの製造減もあり、クリアできなかった。各部門の活動自体は評価できるものが多くあったが、

特に合材工場においては製造量減の影響が大きく、原単位の電力量などの未達成が目立った。 

次年度は業績的にも製造量増加をめざし、原単位の CO2 排出量の減少を果たしたい。各部門の目標

達成率は 85％を目指したが 75％にとどまった。これは合材工場が製造量減の影響を受け、達成率が

59％と極端に低かったことが大きい。前年、前々年とも 80％に達していなことから 85％達成という目標値

も見直す余地がある。環境関連法規については再度見直し、改正や違反がないことをチェックしながら

「違反・指摘 0 件」を継続していきたい。      

 評価者 環境管理責任者 

 

21,850

31,990
25,608 28,426

20,911

11,747

12,781

10,756
11,663

10,505

56,100

46,348
50,302

48,276

60,100

H24年 H25年 H26年 H27年 H28年

製造量当りのCO2排出量と製造量

生コン製造量（㎥）

合材製造量（ｔ）

製造量当りのCO2排出量（g/製造量）

1,155

1,365

1,188
1,251

1,163

561
464 503 483

601

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

製造量当りのCO2排出量と総排出量

CO2総排出量（1000kg-CO2）

製造量当りのCO2排出量（100ｇ/製造量）
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Ⅲ 事務所 ≪環境目標と実績≫                 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜事務所＞ 取組み結果と評価 

事務所における環境目標の達成率は 89％と、合材工場、生コン工場と比べると良好な結果であった。 

特に電力消費量は対前年度で 18％削減、対 26 年度で 34％削減と大幅に削減し、この 5 年間で消費量

が最も少なかった。灯油消費についても同様で、床暖房導入から 3 年たち、毎年試行錯誤で効果的な床暖

房の使用を工夫してきた効果もあり、導入前の 25 年度と比較すると灯油の消費は 19％削減し、年々減少

している。いずれも地道な省エネ活動が好結果となったと思われる。生活用水の削減でも目標値を 17％上

回り、好結果であった。可燃ごみの削減は目標値にわずかに及ばなかったが、年間であと 35kg の削減は

次年度の活動に期待したい。 

目標未達成となった項目もあるが、全体をとおして良好な環境活動ができたと評価できる。         

 評価者 環境管理責任者 

 

評価：○＝達成 △＝未達成 ×＝大幅未達成 

環境方針 環　境　目　標 単位 目標値 実績値 達成率 評価

事務所で使用する電力量の削減

CO2

冬場使用する灯油量の削減

社用車、営業車の燃費の向上

工事部車両の燃費の向上

生活用水の使用量の削減

一般可燃ごみの削減

紙類（再生可）の削減

グリーン購入比率の向上

㎥ 937 802 116.8% ○

排
出
量
の
削
減

km/L 18.12 17.18 94.8% △

km/L

水使用量
の削減

3,159 121.3% ○

L 3,959 3,777 104.8% ○

12.26 12.95 105.6% ○

kwh 3,832

ﾘｻｲｸﾙの
推進

工事下請け業者に対する教育を徹底する ― ― 100.0% ○

ｸﾞﾘｰﾝ購入
の推進

％ 95.7 96.9 101.2% ○

廃棄物の
減量化

kg 485 520 93.3% △

kg 410 290 141.1% ○
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評価：○＝達成 △＝未達成 ×＝大幅未達成  Ⅳ 合材工場 ≪環境目標と実績≫ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

  

18.1

23.6

20.1 20.2

17.0

21.9

32.0
25.6 28.4

20.9

8.3 7.4 7.9
7.1

8.1

H24年 H25年 H26年 H27年 H28年

A重油総使用量（10kL）
合材出荷量（1,000t）
t当りのA重油使用量（L/t）

＜A 重油使用量の推移＞ 

55.3
58.5

55.2
60.6 63.4

21.9
32.0 25.6 28.4

20.9

25.3
18.3

21.6 21.3 28.8

H24年 H25年 H26年 H27年 H28年

合材プラント総電力量(10,000kwh)

合材出荷量（1,000t）

t当りの電力消費量（kwh/t）

＜電力消費量の推移＞ 

<合材工場> 取組み結果と評価 

 当社の CO2 排出量の 81％を合材工場が占めており、その 49％が A 重油、32％が電力量となっている。環境活動のメ

インとなるのはこの二項目の削減になるが、A 重油は製品製造時の燃料であるため使用量の削減は製造量の減少と関

係してくるために、「原単位目標」での削減としてある。製造量当りの燃料消費量は製造量に反比例となり、期初の基準製

造量を 29,000t としたが想定外の製造減であったため 21,000t に修正し、目標達成できた。電力消費量については総電

力量、製造量当りの電力量ともに増加した。原因はホットビンのヒーターを大型に入替えたためであり、確実に電力量は

増加するが A 重油の使用量は減少となる。そのため、次年度より目標基準値を 28 年度の数値に置き換える。 

一次破砕施設の製造量当りの電力量は破砕量が前年の半分であったため、大きく未達成となった。 

再資源で使用する重機の目標は難しく、次年度より見直しをしたい。ガラス破砕施設の製造量当りの電力量は破砕量の

増加とプラント運転の仕方を改善したため、対目標 206.6％と好結果となった。リサイクル材の使用については、ヒーター

の改善により温度管理がしやすくなったので今後は使用率が上がることを期待したい。 

評価者 環境管理責任者 

環境方針 環　境　目　標 単位 目標値 実績値 達成率 評価

製造量当りの燃料消費量の削減

製造量当りの使用電力量の削減

製造に使用する重機の製造量当りの燃料消費量

の削減　　　　　

CO2

大型運搬車両の燃費の向上

小型運搬車両の燃費の向上

一次破砕施設の製造量当りの電力量の削減

二次破砕施設の製造量当りの電力量の削減

ガラス破砕施設の製造量当りの電力量の削減

再資源で使用する重機の製造量（二次）当りの
燃料消費量の削減　　　

L/t 1.43 2.04 70.2% ×

リサイクル材使用率の向上

L/t 8.19 8.13 100.7% ○

kwh/t 25.3 28.81 87.8% ×

L/t 0.49 0.53 92.8% △

製品の廃棄数量の削減 t 8.0 1.0 800.0% ○

排
出
量
の
削
減

km/L 1.80 1.90 105.4% ○

km/L 3.90 3.83 98.2% △

kwh/t 0.83 1.24 67.0% ×

kwh/t 1.33 1.24 107.5% ○

kwh/t 64.50 31.22 206.6% ○

ﾘｻｲｸﾙの
推進

％ 37.0 33.1 91.9% △

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1495698587/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5zb3phaWxhYi5qcC9kYl9pbWcvc296YWkvNDMzNy90aHVtYl81MGNhNjlkYTkxZWJiNzNiYTcyYWRiZWUzNWM4NWI5NS5qcGc-/RS=^ADBJpRO5xl_qfza0Qkdtiiw.gND6bE-;_ylt=A2RinFAaOyVZHFsALj8dOfx7;_ylu=X3oDMTBiaGxjcmduBHZ0aWQDanBjMDAy
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Ⅴ 生コン工場 ≪環境目標と実績≫      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

評価：○＝達成 △＝未達成 ×＝大幅未達成 

9,718 9,756

8,102
7,513

6,790

14,940

15,256

14,172

12,497

12,009

H24年 H25年 H26年 H27年 H28年

生コン工場（L）

会社全体（L）

12.54

13.79

12.54
11.90

12.11

11.75
12.78

10.76
11.66

10.51

10.68 10.79
11.66

10.20

11.53

H24年 H25年 H26年 H27年 H28年

◖fi (10,000kwh)

◖fi 1,000

╡─ kwh/

1,186

1,416
1,307 1,548

1,596

1598 1650

2285

1504

1350

H24年 H25年 H26年 H27年 H28年

生コンプラント、車両洗浄

生コン原材料水使用量

＜電力消費量の推移＞ ＜灯油使用量の推移＞ ＜水使用量の推移（㎥）＞ 

＜生コン工場＞ 取組み結果と評価 

生コン出荷量がこの 5 年間で最も少なかったこともあり、製造量当りの使用電力量は目標達成できなか

った。灯油使用量はタイマーの効率的活用などで好調であった昨年をさらに下回り、この 6 年間で最も消

費量を削減できたことは良かった。目標数値のない行動目標については記録表や台帳などで実際の活動

を記録してあり、全て良好であった。洗車時の水使用量の削減について目標達成できなかった要因とし

て、小型車の洗車回数が多かったことや、顧客が洗車していく回数が増えたことなどがあげられる。 

今後の対策として洗車場利用者に対し節水の呼びかけや看板を設置する等工夫していきたい。洗車時

の水使用量以外は大きく目標値を割ることが無かったので、環境活動を継続し、次年度は目標達成率

85％以上を目指したい。 

                                     評価者 環境管理責任者 

環境方針 環　境　目　標 単位 目標値 実績値 達成率 評価

製造量当りの使用電力量の削減

CO2 凍結防止に使用する灯油使用量の削減

大型運搬車両の燃費の向上

小型運搬車両の燃費の向上

不適合品を4.5㎥以内とする ㎥ 4.5 4.0 100.0% ○

車両整備の徹底（オイル交換） ― ― ― 100.0% ○

車両整備の徹底（グリスアップ） 回 1/月 ― 100.0% ○

プラント洗浄水に回収水を再利用する ㎥ 稼働日毎 ― 100.0% ○

洗車時の水使用量の削減

化学物質の

適正管理

kwh/㎥ 10.77 11.53 93.4% △

L 8,034 6,790 118.3% ○
排
出

量
の
削
減

Km/L 1.92 2.00 104.0% ○

Km/L 3.79 3.59 94.7% △

水使用量の
削減 ㎥ 1,410 1,596 88.3% ×

塩酸の適正な在庫量の管理 ― ― ― 100.0% ○
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Ⅵ 車両・重機の燃費と燃料消費量 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

＜燃費と燃料消費量＞ 取組み結果と評価 

事務所における CO2 排出量の約 60％を占める車両燃料消費量は年々減少しており、4 年前と比べて

1500L 削減となった。目標値に達しなかった社有車の燃費については、営業車 2 台が走行距離 20 万キ

ロを超えていて車の性能が落ちた可能性もあり、次年度以降の課題となる。運搬車両の燃費について、

ダンプトラックの大型車は目標値を達成したが小型車が未達成であった。要因としては近距離への配達

が多く燃費が伸びなかったと思われる。アジテータトラックも大型車は目標達成し、小型車は未達成とな

ったが生コン車両全体の平均燃費は前年度を上回っている。次年度は全ての車両 1 台ずつの燃費デー

タを比較し、燃費の伸びない車両の検討をしていきたい。重機の燃費については、27 年度、28 年度に 3

台入替があり、製造量当りの燃費は目標値を達成でき良好であった。 
                      評価者 環境管理責任者 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1496369740/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5lY29kcml2ZS5qcC9pbWFnZXMvZWsxLmdpZg--/RS=^ADBa.tvh2YlpOT1g6DTdGTGOZDw3.E-;_ylt=A2RCKw_LeC9ZchUAwmQdOfx7;_ylu=X3oDMTBiaGxjcmduBHZ0aWQDanBjMDAy
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合材工場 10t 車 3 台 3 台

8t 車 5 台 3 台

4t 車 3 台 1 台

生コン工場 11t 車 8 台 2 台

5t 車 2 台 2 台

4t 車 1 台 1 台

                       平成29年3月現在

社用車所有台数

ダンプトラック
(収集運搬車両）

　アジテータトラック
（生コン車）

運搬車両所有台数

事務所

試験車

工事部

工作車

社用車

営業車

低公害車両 
平成 27 年度は生コン車 2 台、
重機 2 台、28 年度は生コン車
1 台、重機を 1 台購入しまし
た。いずれも環境に配慮した仕
様となっています。 

ハイブリッド車 
環境負荷低減のため、社用車、営
業車はハイブリット車を率先して導
入しています。27 年度に 1 台を新
車に入れ替えました。 

現在ハイブリッド車保有数：5 台 
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事務所の照明は LED、エアコンは省エネタ

イプに取替え済み。昼休みには完全消灯し

ています。 

5. 環境活動計画と取組み 

当社では環境保全活動を推進するために「環境マネジメントマニュアル」と「行動指針」を作成

し、それに基づいて環境保全活動に取組んでいます。 

2８年度は環境活動の重点項目を以下のとおり計画し、四半期ごとに実施状況の評価をしました。 

※ 評価：良好○、やや不良△、不良×（△、×の場合は内容を記載する） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜事務所＞ 環境活動重点項目 実施時期 

   

  7 9  

 20  12 3  

  7 9 12 3  
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  5 10 2  

 9 11  

П  
 

 

※緊急時訓練は全社による消火訓練を 3 月実施に変更しました。 

応接室のエアコンを省エネ型 

最新エアコンに買換えました。 

（旧型） 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

  

（教育資料） 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A3JuMF2xvBdTlSwAoaWU3uV7/SIG=11mqf2b9l/EXP=1394150961/**http:/life.artkoni.net/afa8-1.jpg
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A3JuMF2xvBdTlSwAoaWU3uV7/SIG=11mqf2b9l/EXP=1394150961/**http:/life.artkoni.net/afa8-1.jpg
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「節水」看板の設置 

各
プ
ラ
ン
ト
の
起
動
点
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＜合材工場＞ 環境活動重点項目 実施時期 

  

  

  

  

  

  

 

 

 9 3  

 5 9 2  

 10  

＜生コン工場＞ 環境活動重点項目 実施時期 

 

 

 12 3  

  

  

  

  

  

1   

  

  

  

 5 9 1  

 10  

 

車両整備 

※緊急時訓練は全社による消火 

訓練を 3 月実施に変更しました。 

※緊急時訓練は全社による消火 

訓練を 3 月実施に変更しました。 
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◆その他の活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<合材プラント冬季整備> 

合材工場では毎年冬季にプラン
ト整備のため休業し、製造設備の
点検・修繕を行っています。 

放水訓練 

訓練の説明 

<緊急事態発生時の訓練> 

火災発生を想定し、消火器を

使用しての消火訓練と生コン

車、重機を使用しての放水、消

火訓練を行いました。 

<安全大会> 

毎年 7 月に共和グループ各社

が集まり、安全大会を開催して

います。大会開始前に地域へ

の貢献活動として会社周辺の

美化作業を行っています。 

 

消火器訓練 

ゴミ拾い 

環境ﾊﾟﾄﾛｰﾙ 

<安全衛生・環境会議> 

従業員による安全と環境に関す
るパトロールを毎月実施してお
り、第一水曜日の全体会議でパト
ロール結果の報告を行います。 
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1. 組織の概要 

（1） 会  社 名     共和アスコン株式会社 
 
（2） 代  表  者     代表取締役社長 金原 一男 

 
（3） 設立年月日     昭和 62 年 9 月 11 日 

 

（4） 所在地・連絡先   〒399 - 8305  

長野県安曇野市穂高牧 766 番地 1  

TEL   代  表  0263 - 83 - 5411  FAX  0263 - 83 - 2181  

合材工場  0263 - 83 - 4914  

生コン工場 0263 - 83 - 5415    
 

（5） 環境管理責任者   取締役企画部長 金原 勧 

e- mail  ascon - kikaku ＠ad.wakwak.com  
 

（6） 事 業 内 容     ・アスファルト合材の製造、運搬、販売 

・産業廃棄物の収集運搬及び中間処理（アスファルトくず、コンクリ

ートくず、ガラスくず）、一般廃棄物の中間処理（ガラスくず） 

・生コンクリートの製造、運搬、販売 

・土木及び建設工事 
 

（7） 事 業 規 模      ・資 本 金    20,000 千円 

・売 上 高   696,770 千円  平成 2 7 年６月～平成 2 8 年 5 月      

・従業員数         3７名     平成 2 8 年 3 月末現在 

（役員・出向社員含む） 

2.  認証・登録の範囲と実施体制 

（1） 認証・登録の範囲は、下図の会社組織図の全組織、全従業員です。 
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＜会社組織図＞
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第 10 号 
平成 28年 7 月発行 

平成 27(2015)年度版 
活動期間（平成 27年 4月～平成 28 年 3月） 

 

 

共和アスコン株式会社 

<環境レポート部門優良賞受賞> 

当社の「環境活動レポート第 10 号」が

第 20 回環境コミュニケーション大賞の

優良賞を受賞しました。 

平成 29 年 2 月 22 日に東京で表彰式

が行われました。 

 

<緑化活動> 

花壇で四季折々の花
を咲かせました。昨年
に続き種から育てた朝
顔のグリーンカーテン
に挑戦しました。 

堤防の除草 

道路の散水 

場内散水 

<環境整備> 

会社周辺の草刈や埃
対策の散水など環境
整備のための活動を
行いました。 
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6. 次年度（平成 29 年度）の取組み 

  当社が定めた「環境マネジメントマニュアル」及び「行動指針」の中より、 

次年度の環境活動で特に重点をおいて取組む事項は以下のとおりです。 

   平成 29 年度 環境活動重点項目 実施時期 

事 

務 
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＜会社全体＞ 

 

＜事務所＞ 

7. 次年度と中長期の環境目標  
 環境目標を継続的に取組むために、次年度と中長期の環境目標を以下のとおりとしました。 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

・1製造量当りの CO2量＝CO2総排出量÷（合材出荷量×0.85＋生コン出荷量×0.15） 

・CO2排出係数は平成 22 年度中部電力の係数（0.473kg‐CO2/kwh）を使用する 

  

基準値

平成27年度実績 30年度 31年度 32年度

事務所の使用電力量の
削減

3,832kwh
1.5％削減
3,775kwh

2％削減
3,755kwh

2％削減
3,755kwh

2％削減
3,755kwh

事務所で暖房に使用
する灯油量の削減

3,999L
2％削減
3,919L

2％削減
3,919L

2％削減
3,919L

2％削減
3,919L

社用車、営業車の
燃費の向上

18.03km/L
0.5％UP

18.12km/L
0.5％UP

18.12km/L
0.5％UP

18.12km/L
0.5％UP

18.12km/L

工事部車両の
燃費の向上

12.14km/L
1％UP

12.26km/L
1％UP

12.26km/L
1.5％UP

12.32km/L
1.5％UP

12.32km/L

工事下請け業者に
対する教育の徹底

教育の徹底 教育の徹底 教育の徹底 教育の徹底 教育の徹底

水

使

用

量

の

削

減

生活用水として利用
する水の節水

956㎥
2.0％削減

937㎥
2.0％削減

937㎥
2.0％削減

937㎥
2.5％削減

932㎥

事務所より排出される
一般可燃ごみの削減

490kg
1％削減
485kg

1.5％削減
483kg

1.5％削減
483kg

1.5％削減
483kg

事務所より排出される
紙類（再生可）の削減

410kg
1％削減
406kg

1％削減
406kg

1％削減
406kg

1％削減
406kg

グ

リ
ー

ン

購

入

グリーン購入比率の
向上

95.20%
1％UP
96.2％

1.5％UP
96.6％

1.5％UP
96.6％

2％UP
97.1％

廃
棄
物
の

減
量
化

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

環境目標
次年度（29年度）

環境目標

中長期の環境目標

30年度 31年度 32年度

27～28年度の
平均値

53.33kg/1製造単位

0.5%削減
53.06kg/1単位

1.0%削減
52.80kg/1単位

1.5%削減
52.53kg/1単位

2.0%削減
52.26kg/1単位

違反・指摘　0件 違反・指摘　0件 違反・指摘　0件 違反・指摘　0件 違反・指摘　0件

85％（56点）以上 88％以上 90％以上 90％以上

環境目標 基準値
次年度（29年度）

環境目標

中長期の環境目標

部門ごとの環境目標達成率
の向上

二酸化炭素排出量の削減
（１製造量当り）

環境に関連する法規を
遵守する
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次年度と中長期の環境目標  ＜合材工場＞ 
 

＜生コン工場＞ 
 

30年度 31年度 32年度

製造量当りの燃料消費量の
削減

27～28年度平均値

7.53L/t
基準値維持

7.53L/t
0.5％削減
7.50L/ｔ

0.5％削減
7.50L/ｔ

0.5％削減
7.50L/ｔ

製造量当りの電力量の削減
28年度実績値

28.81kwh/t
5％削減

27.37kwh/t
6.0%削減

27.08kwh/t
7.0%削減

26.79kwh/t
8.0%削減

26.51kwh/t

製造に使用する重機の製造量
当りの燃料消費量の削減

28年度実績値

0.53L/t
1%削減
0.52L/t

1%削減
0.52L/t

1%削減
0.52L/t

1%削減
0.52L/t

製造出荷担当に関係する製品
の廃棄数量を減らす

　8.0t以内 7.0ｔ以内 6.0t以内 5.0ｔ以内 5.0ｔ以内

大型運搬車両の燃費の向上
27年度実績値

1.79km/L
0.5％UP

1.80km/L
1.0％UP

1.81km/L
1.0％UP

1.81km/L
1.0％UP

1.81km/L

小型運搬車両の燃費の向上
26～27年度の平均値

3.88km/L
0.5％UP

3.90km/L
1.0％UP

3.92km/L
1.0％UP

3.92km/L
1.0％UP

3.92km/L

車両整備の徹底 毎月1回実施 月1回以上実施 月1回以上実施 月1回以上実施 月1回以上実施

運転手や車両の不備による
製品の廃棄台数を減らす

2台以内 1台以内 1台以内 0台 0台

一次破砕施設の製造量
当りの電力量の削減

24～27年度平均値

1.13kwh/t
基準値維持

1.13kwh/t
0.5％削減

1.124kwh/t
1.0％削減

1.119ｋwh/t
1.5％削減

1.113kwh/t

二次破砕施設の製造量
当りの電力量の削減

24～27年度平均値

1.33kwh/t
5％削減

1.26kwh/t
6％削減

1.25kwh/t
7.0％削減
1.24kwh/t

7.0％削減
1.24kwh/t

ガラス破砕施設の製造量
当りの電力量の削減

28年度実績値

31.22kwh/t
基準値維持

31.22kwh/t
基準値維持

31.22kwh/t
基準値維持

31.22kwh/t
基準値維持

31.22kwh/t

再資源製造で使用するﾎｲｰﾙﾛｰﾀﾞｰ
（wa380-6）の燃費の向上

28年度実績値

13.0L/h
0.5%削減
12.9L/h

0.5%削減
12.9L/h

0.5%削減
12.9L/h

0.5%削減
12.9L/h

再資源製造で使用する油圧ｼｮﾍﾞﾙ
（ｚｍ230、zx240）の燃費の向上

27～28年度平均値

15.8L/h
0.5%削減
15.7L/ｈ

0.5%削減
15.7L/ｈ

1.0%削減
15.64L/ｈ

1.5%削減
15.56L/ｈ

環境目標
次年度（29年度）

環境目標

中長期の環境目標
基準値

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

リサイクル材使用率の向上

　リサイクルの推進
35% 35% 35% 35% 35%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30年度 31年度 32年度

製造量当りの使用電力量の
削減

25～27年度平均値

10.88kwh/㎥
2.0％削減

10.66kwh/㎥
3.0％削減

10.55kwh/㎥
4.0％削減

10.44kwh/㎥
4.0％削減

10.44kwh/㎥

冬の製造、凍結防止用に使用
する灯油の使用量の削減

25～27年度平均値

8,475L
6％削減
7,950」L

8％削減
7,780L

10％削減
7,611L

12％削減
7,458L

不適合品の管理 4.5㎥以内 4.5㎥以内 4.5㎥以内 4.5㎥以内 4.5㎥以内

大型運搬車両の燃費の向上
27年度実績値

1.88km/L
4％UP

1.96km/L
5％UP

1.97km/L
6％UP

1.99km/L
7％UP

2.01km/L

小型運搬車両の燃費の向上
27年度実績値

3.72km/L
4％UP

3.87km/L
5％UP

3.91km/L
6％UP

3.94km/L
7％UP

3.98km/L

車両整備の徹底
（オイル交換）

適性期に実施 適性期に実施 適性期に実施 適性期に実施 適性期に実施

車両整備の徹底
（グリスアップ）

毎月一回以上
実施

毎月一回以上
実施

毎月一回以上
実施

毎月一回以上
実施

毎月一回以上
実施

プラント洗浄に回収水を
使用する

稼働日毎 稼働日毎 稼働日毎 稼働日毎 稼働日毎

洗車時間の効率化と
洗車に使用する水の削減

25～27年度平均値

1,424㎥
3.0％削減
1,381㎥

5.0％削減
1,353㎥

7.0％削減
1,324㎥

8.0％削減
1,310㎥

塩酸の適正な在庫量の管理

化学物質適正管理
使用量の把握 使用量の把握 使用量の把握 使用量の把握 使用量の把握

環境目標 基準値
次年度（29年度）

環境目標

中長期の環境目標

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

水

使

用

量

削

減
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  当社に適用となる環境に関する法規と評価は以下のとおりです。 
 

 

 

◎ 過去に環境関連の法規に対する各関係機関からの指導及び指摘、不利益処分等や近隣住民か

らの苦情、訴訟等はありません。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     法 規 名 遵 守 事 項 評価 関連部門 

大 気 汚 染 防 止 法  

施設の設置許可 

公害防止管理者の選任 
 

合 材 工 場 

生 コン工 場 

工 事 部  
煤煙測定の実施(2 回/年)  

騒  音  規  制  法 施設の設置許可  

水 質 汚 濁 防 止 法  施設の設置許可  生 コン工 場 

振  動  規  制  法 施設の設置許可  

合 材 工 場 

工  事  部 
廃棄物の処理及び     

清 掃 に関 する法 律 

適正処理の徹底 

契約書、マニフェスト、帳簿の記載、管理 

許可変更時、更新時の適正化 

 

消    防    法 
消火器具の設置及び定期点検 

施設及び防火管理者の届出 
 

全     体 

道   路  交  通  法 道路交通法の遵守  

浄   化   槽   法 施設の届出、定期点検及び清掃  

事  務  所 
自動車リサイクル法 リサイクル料金支払の義務  

家 電 リ サ イ ク ル 法 リサイクル料金支払の義務  

フロン排出抑制法  

 

第一種特定製品の適切な点検  

 生 コン工 場 毒 物 劇 物 取 締 法  取扱の保管状態の遵守  

PCB 廃棄物特別措置法 廃棄時の届出、保管状態の遵守  合 材 工 場 

8 . 環境に関連する法規の遵守と評価 

産業廃棄物管理票 
（マニフェスト） 
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10. 産業廃棄物・一般廃棄物処理施設等の状況と処理実績等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  

事業の区分 廃棄物の種類 許可番号 
許可年月日 
有効年月日 

 
⅜╣⅝ ⁸ ●ꜝ☻ↄ∏ה◖fi◒
∏ↄ♩כꜞ ┘ ↄ∏   
●ꜝ☻ↄ∏⌐ ╢⁹  

 

2004028962 

24 4 28  

31 4 27  

 

 

⅜╣⅝ ⁸ ●ꜝ☻ↄ∏ה◖fi◒
∏ↄ♩כꜞ ┘ ↄ∏  
●ꜝ☻ↄ∏⌐ ╢⁹  

 

2024028962 

24 4 28  

31 4 27  

 ●ꜝ☻ↄ∏ 
 

28 164  

28 10 1  

30 9 30  

施設の種類 処理能力 処理方式 

⅜╣⅝ ─  
400 /  

50 / 8  
  

●ꜝ☻ↄ∏─  

⁸  

16 /  

2 / 8  

運搬車両の種類と台数 

♄fiⱪ     3  

♄fiⱪ   5  

♄fiⱪ   3  

処 理 実 績 （平成 28 年度実績） 

産業廃棄物 受入量 中間処理量 収集運搬量 

▪☻ⱨ□ꜟ♩ↄ∏ 

◖fi◒ꜞכ♩ↄ∏ 

●ꜝ☻ↄ∏ 

9,050  

4,620  

7  

8,370  

4,040  

16  

1,731  

123  

Ί 

一般廃棄物 受入量 中間処理量  

●ꜝ☻ↄ∏ 85  90  
 

 

9. 産業廃棄物・一般廃棄物処理業に関わる許可の内容 

ガラスくず 

一次破砕施設 

二次破砕施設 
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11. 代表者による全体の評価と見直し  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社がエコアクションへの取組みを始めて 10 年が経過した現在、社内環境は大きく改善しま

した。設備投資を含め役職員一同の中に環境への意識や行動が自然と身につき、良好な状態を保

っています。 

 平成 28年度の活動面では、この 10 年で培ってきたあらゆる活動が「当たり前」化しており特

に目立った活動はなかった中で、当社の「環境活動レポート第 10 号」が「第 20 回環境コミュニ

ケーション大賞 環境活動レポート部門」で優良賞という名誉ある賞を受賞する事ができました。

地道に行ってきた環境活動が外部より認められた事は大変光栄な事でした。今後はさらに上を目

指して環境活動を推進、発展させていきたいと思います。 

 環境目標の結果については、目標値に対して未達成のものが多々ありますが、想定外の製造量

減が影響しているものが多く、期中に目標値の見直しをしましたが追いつかない結果でした。 

しかし、単に目標がクリアできなかったから、活動自体が悪かったとは言えません。 

生コン車の燃料消費量を減らす為、こまめに洗車してエンジンを止めた場合、結果として水使

用量が増えます。アスファルト合材の材料加熱に使用するＡ重油量を減らす為、高温骨材貯蔵ビ

ンのヒーターを改善した結果、固定電力量が多くなるなど反比例となる項目も多く、当社のよう

な製造業の場合の目標設定は難しいものがあります。今後はそういった面も含め、各部門の目標

設定が課題となります。 

 平成 29 年度は、現 環境方針の下、前述の内容をふまえた環境目標と無理のない環境活動計画

を策定し、確実に実施してもらいたいと思います。また、当社の所在地である安曇野市が今年エ

コアクション 21 の認証登録を受けたことで、当社を含め建設業界に更なる環境意識が高まるこ

とを期待しています。 

平成 29 年 4 月 28 日 

代表取締役社長 金 原 一 男 

処理工程図 

         
 

ガラス破砕施設
1.2㎜～0㎜

ストックヤード
上限 36㎥

ガラスくず

ストックヤード
上限 11,717t

ストックヤード
上限 17,801t

一次破砕施設
200mm～0mm

コンクリート
くず

前処理 小割
ﾘﾌﾄﾏｸﾞ付小割機

アスファルト
くず

二次破砕施設
アスファルト

13mm～5mm、5mm～0mm
コンクリート

40mm～0mm

ガラス砂

RC-40-0
再生路盤材

AS13-0
再生骨材

紙
く
ず
・

廃
プ
ラ
等

Ｆｅ

Ｆｅ

Ｆｅ

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
の

原
材
料
へ

中間処理業者へ

受 入



  

 

共和アスコン株式会社 
代表取締役社長 金原 一男 

環境管理責任者 金原  勧 

〒399 - 8305  

長野県安曇野市穂高牧 766 番地 1   

TEL  0263 －83 －5411  

FAX  0263 －83 －2181  


